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Categorizing Images， Image Association， Image Sensing課題を実施した。その結果、英国人の AT傾向が高く次
に中国人となり、日本人とフランス人が何程度、韓国人が最も AT傾向が低い結果となった。ところが、






Categorizing Images課題と ImageAssociation課題は両方とも明瞭に AT傾向を減るものであったにもかか
わらず、特に日本人、フランス人、韓国人の傾向が逆転する結果が得られたことから、目の前にあるものを
評価する場合と類似したものを想起する過程で AT/RTといった思考方法の用いられ方に文化による傾向
が存在する可能性が考えられる。このことを示した点が本研究の成果であると考えられる。さらに、 Image
Sensing課題において高い感受性を示したのがフランス人と韓国人であったことから、感受性に関する能力
について、東洋/西洋といった大きなカテゴリーで評価することに無理があることを示した。
審査の結果の要旨
長い間支持されてきた「西洋人は属性基準に判断し、東洋人は関係基準の判断をするjという捉え方が、
必ずしも東洋/西洋といった枠組みに依存するものではないと言うことを示した点では価値ある結果を示し
ていると言える。しかしながら、被験者の属性は東洋西洋、国籍のみで区別されるものではなく、こうした
考え方の違いの被験者属性依存性をはっきりと述べるためには、本研究の結果を含めてさらに詳細な検討が
必要であることは言うまでもな ¥"¥0 これまでの常識的な考え方に対して一石を投じた価値は重要であるもの
の、新たな考え方が異なる理由を示すためにさらに研究を進めてもらいたい。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(感性科学)の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。
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